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・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

企業・団体等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

カーボンオフセット
（埋め合わせ）

ＮＰＯ・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量 削減・吸収

ゼロエミ目標 運営事務局

第三者機関
審査認証委員会

カーボンクレジット制度

炭素クレジット

資金
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ICVCM コアカーボン原則に準拠
Integrity Council for the Voluntary Carbon Market
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対象となるプロジェクト

◆気候変動対策をも目的としていること

◆「自主的」な活動の結果、吸収量が増加し
たことをBefore-After, Control-Impact 
(BACI)から示されること（ベースライン）

◆クレジット取得により、吸収量維持や拡大
につながること（追加性）
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これまでの認証実績
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（トン
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認証
面積

（ha）

取引単価
（税抜き）
（円/トン

CO2）

2020 1 22.8 10.6 >13,157

2021 4 80.4 30.0 72,816

2022 21 3733.1 1100.4 84,198
（一部のみ売買）
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これまでの認証実績

【場所】
18/22 関西
17/22 太平洋側

【実施者】
18/22 漁協
  9/22 地元団体
9/22 自治体

10/22 民間企業
2/22 大学等

【タイプ】
17/22 海藻
  8/22 海草
9/22 回復

13/22 創出
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これまでの認証実績
【手法：面積】
22/22 水中写真
12/22 空中ドローン
4/22 音響
3/22 航空写真
3/22 人工衛星

【手法：吸収係数】
2/22   実測
9/22 坪刈り
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オンライン運用システムの開発

ＪブルークレジットⓇ

◆クレジット制度運用の効率化・自動化
◆クレジットの頑強な管理
◆インベントリ（アーカイブシステム）との連携（
検証用データの提供）
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オンラインシステムによる
認証申請受付中（随時）
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JBEホームページからの
購入者公募例
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最先端の知見や技術で
クレジットの方法論をアップデート
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